
環境e-Learning （1回/3年）

部門別教育（随時）

講演会、セミナー、研修会など

環境貢献賞・フォトコンテスト

Web、SNSによる情報提供

内部監査員教育

廃棄物実務担当者教育

新入社員

一般教育

啓発

専門教育
（該当者のみ受講）

一般社員 幹部社員 経営層

階層別教育  階層別教育（新任）

富士通グループでは、3年に1回、全社員を対象に環境

e-Learningを実施し、環境経営に関する基本的な理解を促し

ています。また、新入社員教育、幹部社員教育といった階層別

教育のほか、設計開発、営業・SEなど部門に応じた教育も実施

しています。さらに、環境業務を担当する社員に対しては、内

部監査員教育や廃棄物実務担当者教育などの専門教育を実

施しています。

富士通グループでは、社員の環境意識の向上を図るため、

グループ全組織と全社員を対象に、環境に貢献しているビジ

ネスや活動を表彰する「環境貢献賞」と、環境の意識啓発につ

ながる「環境フォトコンテスト」を1995年から毎年継続して実

施しています。

2014年度の活動に関する環境貢献賞では、「製品・ソリュー

ション・サービスの提供によるお客様・社会への環境貢献」、

「社内の環境負荷低減」、「社会貢献活動」の3つの分野で多

数の応募があり、「ベトナム・インドネシアにおける住民参加型

災害情報共有システム」など3件が「環境大賞」として表彰さ

れました。

環境フォトコンテストには世界中の富士通グループ社員か

ら470作品が集まりました。このコンテストは作品の応募や投

票を通して、社員がグローバルな視野で環境問題を考える

きっかけとなっています。

また、営業・SEを対象に、ICTによるお客様の環境負荷低減

の推進を目的とした「環境特別表彰」制度を2008年度から実

施し、顕著な活動を行った組織を表彰しています。

1． ベトナム･インドネシアにおける住民参加型災害情報共有システム
ベトナム･インドネシア両国で課題となっている洪水対策として、河
川管理員、住民などのスマートフォンから情報収集・情報共有する住
民参加型災害情報共有システムを提供。（P.21参照）

2． 部品リワーク技術適用による製品廃棄コスト低減
技術的に困難な高密度実装の不良部品交換を、新規開発した複合
加熱技術により局所的な部品交換（リワーク）を実現。携帯電話対応
のリワーク技術および高多層基板対応のリワーク技術に応用して
製品適用を実施。（P.42参照）

3． 環境社会貢献～阿蘇の大自然の中で楽しもう～
阿蘇の水源涵養機能の向上と生態系保全を目指し、広葉樹15,000
本の植林と下草刈りなどのメンテナンス活動を実施。12年間活動を
継続、毎回、総勢約160名規模での活動を実施。

環境経営の推進には社員一人ひとりの意識向上と取り組みが不

可欠であると考え、様々な環境教育・啓発を継続して実施してい

ます。

包括的な環境教育の実施

社内表彰制度を通じた意識啓発 「環境大賞」受賞案件

環境フォトコンテスト最優秀賞作品「Lifecycle」
環境教育体系

社員への環境教育・啓発活動
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